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ホームページと病院カルテを活用した適正使用推進活動
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はじめに
新潟県合同輸血療法委員会は平成 17年の厚生労働省

医薬食品局血液対策課通知「血液製剤の適正使用推進
に係る先進事例等調査結果及び具体的強化方策の提示
等について」１）を踏まえ，平成 19 年 1 月に設立されたも
ので，県内の 30 医療機関（過去 3カ年の新潟県赤十字
血液センターからの血液製剤供給量上位 30 医療機関）
の輸血療法委員長，新潟県赤十字血液センター，新潟
県福祉保健部医薬国保課の 3者から成っている．
その主な活動は平成 20年度の厚労省血液製剤使用適

正化方策調査研究事業に採択されたことから始まり，
平成 22 年度までの 3年間で県内主要 27 医療機関の血
液製剤使用実態調査，そのフィードバック，過去 5年
間の血液製剤使用状況調査を行い，県内での適正使用
推進に努めてきた．この調査で，本県の延べ輸血患者
数（自己血輸血を含む）は平成 20 年に 5万人を超え，
平成 22 年で約 5.1 万人となっていたが，アルブミンを
含めた血液製剤の 1輸血あたり，1ベッドあたりの使用
量は横ばいから減少傾向にあり，アルブミンについて
は総使用量も明らかに減少していた．このことは過去
3年間の本委員会の活動で，新潟県全体としての血液製
剤使用適正化が進んでいることを示唆する結果であっ
た．
一方，病床規模別に使用量を解析すると地域の中核

的病院である 100～299 床の医療機関での新鮮凍結血漿
1輸血あたりの投与量が他施設の5倍以上と際だって多
いことや，200 床未満の施設でアルブミン使用量が飛び
抜けて多い施設が存在することなどが明らかとなり，
個別医療機関でみると必ずしも適正使用が進んでいな
い実態が明らかとなった．
そこで，平成 23 年度から個別医療機関ごとの血液製

剤使用状況を把握することを目的にホームページ（HP）
を開設２）し，県内主要医療機関から毎月の血液製剤使用

量を入力してもらい，集計結果の報告や解析を行って
いるので，本編ではその主な活動内容について報告す
る．

活動状況
1．ホームページの概要
平成23年度にホームページを設立して以降現在まで，

調査依頼した 82 施設全施設から協力が得られている．
この 82 施設での血液製剤使用量は，新潟県全体の使用
量に対して赤血球製剤が 95.2％，血小板製剤が 99.2％，
血漿製剤が 96.3％（平成 23 年度）に相当するので，ほ
ぼ新潟県全体の輸血状況を把握できる調査となってい
る．
実際の運用は以下の通りである．すなわち，各医療

機関が自施設における前月の血液製剤使用量，廃棄血
量などを毎月 20 日までに入力して事務局に発信する．
事務局は，そのデータを集計したのち，結果を翌月上
旬までにHPに掲載するシステムである．データの集計
および解析は，各医療機関を一般病床数に従って規模
別にA～Fに 6分類して行った．分類の詳細は 500 床
以上をA，400～499 床を B，300～399 床を C，200～299
床を D，100～199 床を E，99 床以下をFとした．入力
する項目は当初，輸血患者延べ人数（可能であれば男
女年代別分類），各血液製剤使用量（アルブミン・自己
血を含む），診療科別使用量（内科・外科・小児科・産
婦人科・その他），廃棄量の 4項目であったが，平成 25
年から血漿交換の使用量を入力する欄を新たに設けて
いる．また，同年からHPデータを個別化して提供でき
るようにした．すなわち，各医療機関がHPにデータを
入力すると，これまでの 13 カ月分の自施設データがグ
ラフ化されて掲載されるというシステムである．グラ
フ化されたデータが提供されるので，各医療機関がそ
のまま輸血療法委員会の資料に活用できるものと考え
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図 1　ホームページに掲載している使用状況調査集計結果の一部
全体の使用状況等を病院規模別に表やグラフにまとめて掲載している

たためである．なお，このデータは自施設のみでなく，
他施設分もダウンロードできるため，他の同規模施設
との比較も可能となっている．
事務局で集計しホームページ上にアップした新潟県

の使用状況調査の代表例を図 1に示す．
2．平成 23年度（ホームページ運用 1年目）の調査

結果
平成 23年 1～12月の新潟県の同種血輸血の延べ輸血

患者数は 49,441 人，月平均 4,037 人であった．県内 82
医療機関を規模別に 6分類して解析すると 500 床以上
の大規模施設（施設A）が 46.1％と半数近くを占め，
400～499 床の施設（施設B）を加えると両者で全体の
7割弱を占めていた．1病床あたりの輸血延べ人数は 99
床以下の小規模施設（施設F）を除くと 0.13～0.53 人で，
大規模施設ほど多い傾向にあった．
一方，82 の個別医療機関ごとの血液製剤使用状況を

解析すると，同規模施設内でも極端に使用量が多い施
設が存在していた．
このホームページを用いた調査は，個別医療機関ご

との輸血医療の特徴を把握できることが明らかになっ
たことから，次年度の活動として合同輸血療法委員会
のメンバーがその調査結果をもとに，個々の施設にお
ける輸血療法の特徴や問題点を解析し，各施設への助
言，指導を行うこととした．

3．平成 24年度（ホームページ運用 2年目）の活動
状況
前述の目的を達するため，各医療機関の輸血業務や

輸血療法委員会に関するアンケート調査結果，輸血実
績などの特徴を冊子（以後，病院カルテと呼称）にま
とめ，各医療機関に配布した．
使用した病院カルテを図 2に示す．各医療機関の平

成 20年～23年の輸血患者延べ人数や各血液製剤の使用
量・廃棄量等を表にまとめ，さらにそれらのデータ
（ALB�RCC・FFP�RCC・各血液製剤の一病床当たりの
使用量・一患者当たりの使用量・廃棄率）をグラフ化
して提示した．グラフは 2種類で，一つは対象施設の
使用量を新潟県全体の平均値，及び同規模施設の平均
値と対比したもの，もう一つは病院規模別の平均値と
県全体の平均値を示したものである．
一方，輸血業務や輸血療法委員会に関する過去 4年

分のアンケート調査結果も表にまとめて掲載した（図
3）．この表には「貴院の回答欄」を設け，対象施設の
回答結果を記載した．「貴院の回答欄」の右横には県全
体の結果が示されており，自施設の結果と県全体の結
果を比較することが可能となるようにした．また，回
答が「いいえ」で，その項目が輸血療法の実施に関す
る指針や合同輸血療法委員会で実施を推奨している場
合には，改善を検討して下さい，という意味で赤くマー
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図 2　病院カルテ
左が病院カルテの表紙．平成 20 年～ 23 年の血液製剤使用動向調査結果が表にまとめてある．右が表紙に掲
載したデータをグラフ化したもの．右上が対象施設と県全体及び同規模施設の平均値を経年的に対比したグ
ラフ．右下が病院規模別の平均値と県全体の平均値の推移を経年的に示したグラフ．

クした（図では黒で表示）．逆に先進的に実施されてい
る項目には黄色にマークした（図には対象例なし）．色
分けすることによって，自施設の問題点が明確になり，
院内体制の改善に有用と考えたためである．
この病院カルテをもとに合同輸血療法委員会のメン

バーが新潟県内 4地域（上越地区・中越地区・下越地
区・新潟地区）に出向いて地域会議を開催した．この
地域会議では，更に 2種類の資料を活用した．ひとつ
はHPから得られた各医療機関のALB�RCC，FFP�RCC，
各血液製剤の使用状況，廃棄状況等を示した資料（図
4），他はアンケート調査の項目から重要と思われる 10
項目（①輸血管理料取得，②一患者二重チェック，③
一検体二重チェック，④精度管理の実施，⑤Type &
Screen 導入，⑥外来輸血患者への副作用対策，⑦廃棄・
使用量の把握，⑧廃棄・使用量のフィードバック，⑨
輸血の妥当性確認，⑩不適正使用へのアドバイス）を
抜粋し，その結果をまとめた資料で，各項目を 10 点と
して 100点満点で採点した（以後カルテ 10項目と呼称，
図 5）．また，この会議ではこれらの資料を病院名公開
で使用した．新潟県で病院名公開資料を作成したのは
初めてであったが，病院名がわかるからこその浮き彫
りとなった問題解決に向けて活発な意見交換が行われ

た．
会議では，カルテ 10 項目が未実施，または適正使用

が推進されていない医療機関から，実施できない理由
の聞き取り調査を行い，各施設が抱えている問題点や
困りごとを明らかにした．また，すでに対策を講じて
いる施設からは，その対策案や先進的取り組みを紹介
してもらい，参加者での共有を図った．
平成 25年度はこれらの地域会議で集まった多くの意

見を有効活用するため，合同輸血療法委員会に 3つの
分科会（使用適正化班，安全対策班，マニュアル作成
班）を設置し，県内共通の対策案作成に取り組んでい
く予定である．

考 察
新潟県合同輸血療法委員会は県内主要医療機関 82

施設を対象に平成 23年度からホームページを活用した
血液製剤使用状況調査を実施し，県全体での動向のみ
ならず個別医療機関における調査も行ってきた．特に
平成 24 年度は個別医療機関に対する助言，指導をテー
マに，各医療機関における輸血療法の実情を「病院カ
ルテ」「血液製剤使用状況」「カルテ 10 項目」にまとめ，
県内 4地域に出向いて地域会議を開催した．
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図 3　病院カルテ　アンケート調査結果
平成 20 年から 23 年の輸血業務全般，輸血療法委員会に関するアンケート調査結果を表にまとめたもの．県
全体の病院規模別集計結果の左に貴院の回答欄を設け，自施設の回答結果を表記した．県全体と自施設の結
果を比較することが可能となっている．

図 4　地域会議配布資料　血液製剤使用状況
ホームページを用いた調査から得られた各医療機関のALB/RCC，FFP/RCC，各血液製剤の 1病床あたり・
1輸血あたりの使用量，廃棄率（2011 年分）を表にまとめたもの．輸血管理料取得の基準値以上または同規
模施設・新潟県全体の平均値以上の場合はマーカーをつけた．
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図 5　地域会議配布資料　カルテ 10 項目
アンケート調査の項目から重要と思われる 10項目を抜粋して表にまとめたもの．10項目の内容は①輸血管理料取得，
②一患者二重チェック，③一検体二重チェック，④精度管理の実施，⑤T&S導入，⑥外来輸血患者への副作用対策，
⑦廃棄・使用量の把握，⑧廃棄・使用量のフィードバック，⑨輸血の妥当性確認，⑩不適正使用へのアドバイス，で
ある．

この地域会議は，これまで当委員会が行ってきたア
ンケート調査では知りえなかった各施設の現状や問題
点の把握に大きく役立ったと同時に，各医療機関が他
施設の実態を把握でき，先進的な取り組みなどを参考
にできた点でも大変有意義であった．その最大の理由
は病院名の公開であり，自施設の輸血療法実績を他の
同規模病院と比較検討できた点が大きいものと思われ
た．同様の試みは福岡県でも行われている３）．
今回の地域会議では個別医療機関の問題解析とそれ

に対する助言・指導はある程度行えたが，根本的な問
題解決には施設全体への指導も必要と考えられた．し
かし，今回明らかとなった課題が参加施設間で共有さ
れ県全体で解決すべき問題として認識されたことも事
実であり，分科会設置の後押しになったものと思われ
る．今後の分科会の活動により，県全体として問題解
決が可能となれば，新潟県の輸血医療の底上げにつな
がるものと思われる．

おわりに
新潟県合同輸血療法委員会のこれまでの活動を，平

成 24 年度を中心に報告した．今後は新たに設置した分
科会を中心に，地域会議で明らかとなった問題点を新
潟県全体で改善できるよう活動を継続していく予定で
ある．
著者のCOI 開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし

謝辞：毎年行っているアンケート調査並びにHPでの使用状況

調査には，毎回依頼施設からほぼ 100％の回答をいただいていま

す．ここに県内の協力医療機関に改めて感謝の意を表します．

文 献

1）厚生労働省編：厚生労働省医薬食品局血液対策課長通

知：血液製剤の適正使用推進に係る先進事例等調査結果

及び具体的強化方策の提示等について．血液製剤の使用

にあたって，第 3版，じほう，東京，2005, 100―105.

2）新潟県合同輸血療法委員会ホームページ http:��ww

w.ngodo.net�（2013 年 11 月現在）

3）熊川みどり：合同輸血療法委員会の今後の展開 福岡県

における活動状況．日本輸血細胞治療学会雑誌，59（2）：

224, 2013.



日本輸血細胞治療学会誌 第60巻 第 1号 43

NIIGATA PREFECTURAL JOINT COMMITTEE OF BLOOD TRANSFUSION

THERAPY: INTERNET SURVEYS ABOUT USE OF BLOOD PRODUCTS IN

INDIVIDUAL HOSPITALS AND ITS INFLUENCE ON DISCUSSION MEETING

FOR PROPER BLOOD TRANSFUSION

Tae Komata, Yuichi Matsuyama, Satoshi Sejimo and Ichiro Fuse

Japanese Red Cross Niigata Blood Center

Keywords:

Joint committee of blood transfusion therapy, Home page, Proper blood components usage,
Promotion of safe blood transfusion

�2014 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: http:��www.jstmct.or.jp�jstmct�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b67004f4e768456fe50cf52068fa87387800c4e144e0d5d4c51655b574f5330028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b67005c0f76845f7150cf89e367905ea6ff0c4e264e144e0d5d4c51655b57578b3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with minimum image resolution and no font embedding. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f3092884c308f305a3001753b50cf89e350cf5ea6308267004f4e9650306b62913048305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /KOR <FEFFcd5cc18c0020d574c0c1b3c40020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558ace00020ae00af340020ae30b2a5c7440020d3ecd568d558c9c00020c54aace000200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD <>
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


